


























































人間発達科学部紀要 第11巻第2号：129－134（２０１７） 資 料
新聞報道に見る明治20年代の立山登山について
水谷 秀樹
Tateyama mountain climbing of the Meiji 20s to look









































































































































































































































































北 陸 政 論
28．1895（明治28）年8月14日（水） 立山社務所からの広告
今夏は雨（「霖雨の為め」）によって信徒の登山が延期される
29．1896（明治29）年8月16日 立山参詣
近頃連日の快晴を〇ふて立山峰〇る雄山神社へ参詣するもの頗るゝ多日々百八九十名を算するが今四，
五日経ふは漸次減少すべしとをり
30．1896（明治29）年7月25日 広告
立山中語人夫近年参拝人に対し金銭を貪り危険を犯し時に不都合の議相聞へ候に付今回中語人夫規約相
設け鑑札授与笠に二寸四方赤立の目印を付し岩峅，芦峅に中語事務所相開き候間参拝の輩同所取締人に就
き中語雇入可有之候尤も同所に中語規約掲示中一定の賃銭の外一切出金せざる事此段立山参拝人に広告す
但鑑札笠目印無之中語人夫は登山する〇を許さず
明治廿九年七月 立山雄山神社社務所
31．1896（明治29）年7月30日 奉幣使の一行
立山雄山神社例祭の奉幣使として去る廿三日当地出発せし本県属小森作次郎，雇稲垣重賢の両氏は五百
石警察署の護衛巡査二名と共に同日中新川郡芦峅村に一泊し翌廿四日室堂に一泊し翌廿五日立山峰に於て
祭典執行に付登山し終て同夜室堂に一泊し夫より立山温泉を経て廿七日帰庁せりという
32．1896（明治29）年7月31日 立山中語人の同盟規約
今度立山雄山神社社務所にては中語人夫同盟規約を設け登山の節は山内を案内し神社参拝の便宜を受授
し危険の害を除き安全に来往せしむる趣旨にて中語雇料は一日四十銭とし若し其荷物目形四貫目以上に及
ぶ時は雇料の外に五銭以上三十銭以内の報酬を受くる者と定め万事旧来の弊風を去り其事務所を立山村大
字岩峅寺村芦峅寺村の二ヶ所に設けたり
33．1896（明治29）年8月3日 広告
「立山参詣及び温泉通路人宿広告」注8）
注1）記事は年代順に記載し，印刷不鮮明により判読不可能な記事の文字は，〇印で表した。
また，可能な限り書かれた記事の原文をそのままを転載した。
注2）記事は，この年の7月19日の大洪水により道路が破壊されたが，道路修復も済み「（略）老弱男女小児に至るま
で通行少しも指支無之候間旧に倍し賑々シク御光臨御入浴被（略）」と多くの来場者を求めるといったことを報
じている。
注3）データベース化された紙面状態から文字の判読が容易ではないが，7月の洪水により湯小屋，道路が破壊された
が復旧したことを報じている。
注4）洪水による被害を心配することなく入浴可能であることを報じている。
注5）この年は，富山県属澤田保，小塚貞一の二名が奉幣使として立山に登山することを報じている。
注6）記事は，明治28年6月付で，「上新川郡利田村 立山温泉主人敬白」として①明治27年の洪水により立山温泉ま
での道路が崩壊したので，その復旧を春から取りかかった結果，復旧工事が完了したこと，②浴室，客室器具な
どを改良，清潔にしたことなどから多くの来場者を期待していることなどを報じている。
注7）記事は，明治28年8月付「立山社務所」から，この夏に立山参詣を予定している者に向けて，雨による登山道
の危険は無いことを伝えている。特に参詣のためには主要な道路となる藤橋が「厳重なる電信線を以て架設落成」
したと報じている。
注8）記事は，「中新川郡立山村大字芦峅寺村 宿屋営業者一同」として①浴室，客室器具などを改良，清潔にしたこ
となどから大人，子供問わず多くの来場者を希望していること，②「立山道路，温泉通路」を補修して心配なく
通行できること，③中語人夫も斡旋することなどを報じている。
